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親子関係、女性、妊産婦、在日外国人のメンタルヘルス、ストレス関連を専門

に研究しております。さらに日常生活を送る中での行動・心理を決定している

無意識・情動的側面に視点を置いた、ヒトの脳磁図研究をおこなっておりま

す。 

 

1．研究の概要 

現代社会において、人口の 40%近い人々が慢性的な疲労に悩んでいることが報告されており、疲

労の神経メカニズムの理解及び、疲労の予防・回復に資する方策の開発が急務とされている。これ

までに子どもの顔を見ることによって報酬や意欲に関わる内側前頭前野の脳活動が観測されるこ

とが報告されており（Kringellbach et al. 2008; Luo et al. 2015）、子供の顔を見ることが内発

的な動機付けに繋がっていると考えられる。 

 

2．研究の動機、目的 

本研究では子どもがいる大人を対象に、子どもの顔を見せることで生じる内発的な動機付けが精

神的な疲労の回復に与える影響の及びその神経メカニズムについて検討した。 

子どもの顔を見ることが精神的疲労の回復に与える影響及びその神経活動を脳磁図計測を用いて

明らかにする。 

 

3．研究の結果 

（１）方法 

 



（2）評価課題と認知課題について 

 

   
（3）画像課題について 

 
 

 

 

 



（4）結果 

  

 
 



 
（5）考察 

 本研究より、子どもの顔を見ることによって精神的疲労が軽減する可能性が示唆された。 

Target condition における画像課題前後での安静課題で観測された脳活動の変化のうち、右側の島皮質に

おける α 帯域パワー値の低下した程度と画像課題後の精神的疲労感の差との間に正の相関が認められた。 

島皮質は不快な感覚に関与しており、本研究の結果から、子どもの顔の画像をみて疲労感が軽減した者ほ

ど、島皮質における α 帯域でのパワー値の低下が小さいことが示唆された。 

  

4．研究者としてのこれからの展望 

これまで食欲、ストレス、慢性疲労についてヒトの脳磁図研究を行った。今回の研究を通して、

子どもの顔を見ることが精神的疲労の軽減につながることより、親子、家族関係の構築に役立つ可

能性が見えてきた。 

現在では産後うつ病をもつ母親が増加しており、産後うつ病は母親だけでなくその家族にとって

重大な健康問題となる。わが国ではうつ病になった後のケアや支援は整いつつあるが、発症への解

明や予防への取り組みに関する報告は少ない。今後も親子関係、女性や周産期のメンタルヘルスに

関連する研究を続けていきたい。女性や母親、父親、子どもが生きやすい環境で生活できることを

願っている。その研究は国内だけではなく、海外も視野に入れて行っていくことが私の展望である。 

 

5．社会に対するメッセージ 

女性が妊娠し、出産を経て子育てと共に家族を形成していく過程は、メンタルヘルスの基盤とな

る家族機能の重要性が言われている。そして、親子・夫婦の虐待、妊産婦の自殺の社会問題の背景

には、生育環境、ストレス、精神的疲労感なども関与していることが考えられる。私は本奨励金を

受けた研究を遂行したことにより、多くの方が身近な社会問題に関心を持てることを願う。そして、

弱い立場の人に手を差し伸べることができる社会を作っていきたいと願う。ありがとうございまし

た。 

 

 

 


